

























ような反応を得るには 60 分というワークショップの時間設定は短過ぎたようである。  
そこで本報告では、今次参加した経験をもとに、ケースメソッドを現職教育の場と見立
ててそれを運営する授業者の技法と教材について考察したことをまとめる。これは筆者が

























































ジネス雑誌では国内外で活躍する CEO が HBS で学んだことのインタビュー記事を頻繁








 竹内氏は全体の質疑応答のなかで、HBS のケースは多いもので 30 頁になるものもあり、
予習に 3 時間ほどかかるものであると述べた。しかし日本で導入されているケースメソッ
ドのケースは２～３頁の簡易なものである。さらにフィクションか、または、実例を元に
作成したフィクションである。主催者に今次ワークショップで使用したケースについて質
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問したところ、小中学校ならどこでもあり得ると考えられる状況をもとに作成したフィク
ションであるとのことであった。  
筆者は、フィクションのケースで学ぶことがどれほどの教育効果をもたらすかについて、
HBS 関連の記事を読んでいたこともあって、疑問をもっている。あくまで実例を教材化し
てそれを事後的に振り返りとして学ぶことが、受講者にとって疑似経験へと転換され、判
断力養成につながるような、ケースメソッドがねらいとする結果を引き出すのではないだ
ろうか。 
ケース作成それ自体、専門性が求められる。HBS や慶応大学ビジネススクール（KBS）
ではケース作成専門家が存在し、彼らがケースを作成する。日本の教職課程でケースメソ
ッドを効果的に活用するには、実例をケース化することが肝要と考える。実例を徹底的に、
多様な角度から、多様な立場から、省察すること。この点が抜けると、ケースメソッドは
単なる話し合いに堕するのではないか。教材の質が徹底的に問われるのがケースメソッド
ではないか、との感想をもった。  
 
４． 最後に：ケースメソッドの方法的評価 
 
 ワークショップ後の全体の質疑応答で印象に残った質問は「ケースメソッドの教育的評
価はいかに行うか」という、哲学を専門とする大学教員からのものであった。竹内氏の回
答は「教育におけるケースメソッドは評価というものをあえて避けていた」と回答し、教
育という営みの特性から理由を述べていた。また HBS では修了生の平均年収額が他のビ
ジネススクール修了生のそれより高いということを評価指標に用いているとのことであっ
た。 
 この質疑応答は、人間的成長の測定、という根源的な問いをはらんでいるがゆえに、回
答が難しい。人間的成長・人間形成とは何か、その定義づけに関わるためである。  
 費用対成果（コストパフォーマンス）、説明責任、といった用語が日常的に使われるよう
になった今日において、長期的かつ目に見えない効果が蓄積してその国の日常生活そのも
のに現われる教育の効果（例えば警察への信頼度は教育の社会的効果の一つである）は、
どこまでが測定できて、どこからは未知の領域として存在し続けるのか。教育方法の評価
は、単純化することを慎みつつ、原理としてどのように方法を分析しうるか。この点は重
要な研究上の課題であると考えられる。  
 
 
